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問  

与
名
間
へ
き
地
保
育
所
ま
で
山
海

留
学
の
拡
充
を

答  

対
応
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い

問
【
教
育
行
政
に
つ

い
て
】
山
海
留
学
を
与

名
間
へ
き
地
保
育
所
ま

で
拡
充
で
き
な
い
か
。

答

本
町
の
実
施
し
て

い
る
山
海
留
学
制
度
は
、

義
務
教
育
段
階
の
児
童

生
徒
を
対
象
と
し
て
い

る
の
で
、
保
育
所
へ
の

拡
充
は
考
え
て
い
な
い

が
、
与
名
間
分
校
の
存

続
を
見
据
え
て
町
外
か

ら
の
転
入
者
へ
の
準
山

海
留
学
制
度
を
検
討
し

て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
等
を

活
用
し
山
海
留
学
制
度

と
同
様
の
支
援
を
へ
き

地
保
育
所
に
対
応
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

社
会
人
ス
ポ
ー
ツ

の
九
州
大
会
以
上
の
大

会
参
加
へ
の
助
成
に
つ

い
て
。

答

九
州
大
会
２
万
５

千
円
、
全
国
大
会
５
万

円
の
助
成

　

天
城
町
各
種
大
会
出

場
に
関
す
る
報
償
規
定

に
基
づ
い
て
、
天
城
町

体
育
協
会
所
属
の
選
手

に
限
り
、
助
成
を
行
っ

て
い
る
。仕
事
と
ス
ポ
ー

ツ
を
両
立
す
る
姿
を
見

て
小
中
学
生
、
高
校
生

が
勉
強
と
部
活
動
の
両

立
へ
の
大
き
な
励
み
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
つ
い
て
】
管
理

職
・
一
般
職
な
ど
に
対

す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
周
知
は
。

答

全
職
員
を
対
象
に

研
修
を
実
施
（
令
和
５

年
度
）
自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
新
規

採
用
職
員
研
修
、
新
任

係
長
研
修
、
新
任
課
長

補
佐
級
研
修
、
新
任
課

長
級
研
修
の
公
務
員
倫

理
の
講
義
に
お
い
て
各

種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
研
修
を
実
施
。
未

然
防
止
の
た
め
に
も
定

期
的
な
周
知
に
努
め
、

発
生
時
に
も
適
切
な
対

応
に
努
め
る
。

問

直
近
の
５
年
ほ
ど

で
役
場
場
内︵
場
内
出
先

機
関
も
含
め
て
︶ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
発
生
件
数
は
。

答

把
握
は
し
て
い
な

い
が
、注
意
深
く
見
守
っ

て
い
る
。

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る

個
人
面
談
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
特

に
気
に
か
か
る
と
報
告

が
あ
っ
た
職
員
に
つ
い

て
、
担
当
課
長
等
へ
相

談
内
容
を
共
有
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問  

特
殊
病
害
虫
対
策
事
業
に
つ
い
て

答  

調
査
及
び
初
動
対
応
を
実
施

問
【
農
政
に
つ
い
て
】

特
殊
病
害
虫
対
策
事
業

及
び
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
と
ハ
ブ
買
い
上

げ
実
績
に
つ
い
て
。

答

特
殊
病
害
虫
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、
国

の
施
策
と
し
て
は
、
年

２
回
の
カ
ン
キ
ツ
グ

リ
ー
ニ
ン
グ
病
侵
入
警

戒
調
査
と
週
１
回
の
ウ

リ
ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
ミ
カ

ン
コ
ミ
バ
エ
等
の
侵
入

が
あ
り
、
初
動
対
応
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
に
つ
い
て
は
、令
和

６
年
度
の
実
績
は
２
︐７

６
７
匹
、８
３
︐
０
１
０

円
の
買
い
取
り
が
あ
り
、

１
匹
30
円
で
買
上
を
実

施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度

の
ハ
ブ
買
上
実
績
は
２
︐

７
９
７
匹
、
８
︐
３
９

１
︐
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
１
匹

あ
た
り
３
︐
０
０
０
円

で
買
上
を
実
施
し
て
お

り
、
買
上
の
負
担
割
合
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は
県
と
町
で
２
分
の
１

ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

問

急
速
冷
凍
設
備
の

利
活
用
と
設
置
状
況
に

つ
い
て
。

答

令
和
６
年
度
の
奄

振
農
業
創
出
緊
急
支
援

事
業
を
活
用
し
、
導
入

を
進
め
て
い
る
。
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
機

器
の
有
効
活
用
を
勘
案

し
、
急
速
冷
凍
機
を
農

産
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー

へ
、
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
庫

を
う
ぉ
っ
ち
ょ
敷
地
内

に
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

問
【
観
光
行
政
に
つ

い
て
】ベ
ス
ト・
ツ
ー
リ

ズ
ム・
ビ
レ
ッ
ジ
認
定
を

契
機
と
し
て
今
後
の
活

性
化
対
策
に
つ
い
て
。

答

国
連
世
界
観
光
機

関（
Ｕ
Ｎ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
）

か
ら
、
天
城
町
が
国
内

で
７
地
域
目
の
ベ
ス

ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ

レ
ッ
ジ
に
認
定
さ
れ
て

か
ら
、
天
城
町
Ｈ
Ｐ
の

多
言
語
化
へ
の
改
修
や

航
空
会
社
並
び
に
旅
行

会
社
や
代
理
店
へ
旅
行

商
品
と
し
て
の
参
考
に

な
る
よ
う
売
り
込
み
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
の
歴
史
、文
化
、

自
然
環
境
の
保
全
や
持

続
可
能
な
観
光
地
と
し

て
の
取
組
が
評
価
さ
れ

認
定
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
本
町
の
価
値
や
保

護
を
進
め
な
が
ら
、
旅

行
会
社
や
代
理
店
へ
の

幅
広
い
売
り
込
み
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問

観
光
企
業
誘
致
及

び
Ｌ
Ｃ
Ｃ
航
空
誘
致
の

推
進
に
つ
い
て
。

答

観
光
企
業
誘
致
に

つ
き
ま
し
て
は
、
様
々

な
業
種
が
あ
り
ま
す
が
、

旅
行
会
社
や
代
理
店
に

は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
地
並
び
に
ベ
ス
ト
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ

ジ
認
定
地
と
し
て
の
魅

力
を
発
信
し
、
旅
行
商

品
と
し
て
の
売
り
込
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
航
空
誘
致
に

つ
き
ま
し
て
は
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
に
特
化
し
た
誘
致
活

動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
関
東
、
関
西
の

郷
友
会
と
連
携
し
、
大

都
市
圏
と
の
直
行
便
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
る
。
永
き
に
渡

り
奄
美
群
島
の
航
空
路

線
を
維
持
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ

ル
ー
プ
に
は
、
敬
意
を

払
い
つ
つ
要
望
活
動
を

行
う
と
共
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ

航
空
誘
致
に
つ
い
て
も

並
行
し
て
活
動
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
【
人
口
減
少
に
つ

い
て
】
ふ
る
さ
と
住
民

登
録
制
度
及
び
二
地
域

居
住
の
推
進
に
つ
い
て
。

答

ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
と
は
、
関
係
人

口
に
焦
点
を
あ
て
、
住

所
地
以
外
の
地
域
に
居

住
し
て
い
て
も
、
ふ
る

さ
と
住
民
と
し
て
登
録

を
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
情
報
提
供
や
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
仕
組
み
で
す
。

　

国
で
具
体
的
な
事
業

内
容
が
策
定
さ
れ
た
際

に
は
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

二
地
域
居
住
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
の
２
月
に
日
本
航
空

の
実
証
事
業
と
し
て
、

本
町
に
も
日
本
航
空
の

職
員
が
約
１
ヶ
月
間
、

二
地
域
居
住
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
も
、
日
本
航

空
の
二
地
域
居
住
事
業

と
連
携
を
行
い
、
二
地

域
居
住
を
体
験
す
る
参

加
者
の
一
般
募
集
を
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

　

本
事
業
を
通
し
、関
係

人
口
を
増
や
す
事
で
、移

住
を
検
討
し
て
い
た
だ

く
一
歩
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問

第
３
次
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
。

答

第
３
次
天
城
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
７
年
３

月
に
策
定
し
、「
若
者
や

女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

「
全
て
の
町
民
が
Ｗ
ａ
ｋ

ｕ
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
感
を
持
ち

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま

ち
」
を
目
指
す
べ
き
将

来
像
に
掲
げ
て
い
る
。

　

総
合
戦
略
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
人
口

減
少
対
策
や
地
域
活
性

化
等
の
地
方
創
生
に
係

る
取
組
を
行
政
だ
け
で

な
く
、
町
民
や
町
内
外

の
多
様
な
人
材
・
組
織

と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
効
果
的
に
推
進
し

て
い
く
。
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問  

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
観
察
小
屋

管
理
運
営
は

答  

週
２
回
、
職
員
に
よ
る
施
設
の
清

掃
を
実
施

問

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
観
察
小
屋
は
、
ど

の
よ
う
な
管
理
運
営
を

し
て
い
る
か
。

答

観
察
小
屋
に
て
撮

影
・
録
画
さ
れ
た
様
子

を
町
自
然
保
護
専
門
員

に
よ
る
解
説
付
き
で
鑑

賞
で
き
る
ほ
か
、
剥
製

や
関
連
書
籍
を
備
え
て

お
り
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
の
生
態
を
総
合

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
ユ
イ
の
里
テ
レ

ビ
に
て
、
夜
の
０
時
か

ら
朝
の
６
時
ま
で
ラ
イ

ブ
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

開
館
時
間
は
９
時
か

ら
17
時
ま
で
、
施
設
利

用
は
、
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
利
用
料
は
、
１

団
体
５
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、

週
２
回
、
職
員
に
よ
る

施
設
の
清
掃
を
実
施
し

て
い
る
。

問

南
部
地
区
に
遊
具

施
設
の
建
設
は
、
で
き

な
い
か
。

答

新
た
な
遊
具
施
設

建
設
計
画
と
し
て
、
兼

久
団
地
建
替
え
に
伴

い
、
団
地
内
に
遊
具
の

あ
る
広
場
を
予
定
し
て

い
る
。

問

町
内
の
数
ヶ
所
に

東
屋
の
設
置
は
、
で
き

な
い
か
。

答

現
在
、
令
和
８
年

度
の
事
業
計
画
と
し

て
、
町
内
２
箇
所
に
展

望
台
施
設
整
備
の
準
備

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
こ
の
議
会
で
議
論

が
さ
れ
た
高
釣
並
び
に

松
原
か
ら
与
名
間
の
中

間
地
点
に
整
備
。
奄
振

事
業
を
活
用
し
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問

名
須
３
号
線
の
早

急
な
対
応
は
で
き
な
い

か
。

答

総
延
長
２
０
５
ｍ

の
道
路
改
良
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
今
年
度

は
、
７
月
に
県
道
か
ら

西
側
へ
向
け
65
ｍ
の
工

事
を
発
注
し
た
。
９
月

末
に
は
、闘
牛
場
側（
名

須
Ａ
団
地
側
）
か
ら
東

へ
約
50
ｍ
の
工
事
を
発

注
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
併
せ
て
用
地
購
入
も

進
め
て
い
る
。
今
年
中

に
登
記
完
了
を
目
指

す
。
来
年
度
は
、
残
り

90
ｍ
の
工
事
を
計
画
し

て
お
り
、
令
和
８
年
度

末
に
は
全
線
開
通
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

問  

農
家
所
得
を
上
げ
る
為
に
園
芸
作

物
の
拡
大
推
進
を

答  

栽
培
農
家
の
拡
大
を
図
り
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く

問
【
農
政
に
つ
い
て
】

４
次
天
城
町
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
計
画
を
現
在
策

定
中
で
す
が
、
農
家
所

得
を
上
げ
る
為
に
園
芸

作
物
︵
実
エ
ン
ド
ウ
:

花
き
栽
培
︶
を
拡
大
推

進
す
る
考
え
が
無
い
か
。

答

実
エ
ン
ド
ウ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
資
材
補

助
及
び
今
年
度
よ
り
ヒ

ヨ
ド
リ
被
害
の
軽
減
の

た
め
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

補
助
も
行
い
栽
培
農
家

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
花
き
に
つ
い
て

は
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

を
推
奨
品
目
と
し
、
資

材
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
が
両
品
目
と
も
初
期

経
費
が
か
か
る
た
め
、

極
端
な
規
模
拡
大
は
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

農
業
所
得
の
向
上
の
一

環
と
し
て
、
今
後
も
取

り
組
む
。

問
【
農
政
に
つ
い
て
】

農
林
水
産
省
が
公
表
し

4
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た
２
０
２
３
年
市
町
村

別
農
業
産
出
額
︵
推

計
︶
に
よ
る
と
、
令
和

５
年
度
の
農
業
産
出
額

が
天
城
町
は
35
億
５
千
万

で
和
泊
町
は
76
億
８
千
万

で
す
が
、
今
後
の
農
業

所
得
を
上
げ
る
に
は
ど

の
様
な
構
想
を
お
持
ち

か
伺
い
た
い
。

答

ま
ず
は
、
基
幹
作

物
で
あ
り
ま
す
さ
と
う

き
び
で
は
機
械
作
業
に

よ
る
省
力
化
、
土
壌
診

断
や
堆
肥
投
入
に
よ
る

土
づ
く
り
、
病
害
虫
対

策
等
に
よ
り
反
収
向

上
、
増
産
へ
繋
げ
、
畜

産
に
お
き
ま
し
て
は
商

品
性
の
高
い
子
牛
生
産

体
系
の
確
立
を
目
指

し
、
良
質
粗
飼
料
の
自

給
率
向
上
を
図
り
所
得

向
上
へ
繋
げ
て
い
く
。

　

ば
れ
い
し
ょ
に
つ
き

ま
し
て
は
、定
時・
定
量･

定
質
の
選
別・
出
荷
に
取

り
組
ん
で
各
種
研
修
会

や
営
農
指
導
の
強
化
で

生
産
技
術
の
向
上
で
増

産
へ
つ
な
げ
、
更
に
新
規

作
物
の
推
進
と
い
た
し

ま
し
て
島
農
業
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
【
町
内
の
樹
木
の

管
理
に
つ
い
て
】
ト

ラ
ッ
ク
高
所
作
業
車

︵
バ
ケ
ッ
ト
車
︶
を
導

入
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
利
用
料

を
設
定
し
、
民
家
の
公

道
へ
は
み
出
し
た
樹
木

の
伐
採
が
出
来
な
い
か
。

答

先
日
ま
で
の
﹃
む

~
る
し
語
ろ
う
会
﹄
の
中

で
も
、
高
齢
化
な
ど
の
理

由
に
よ
り
個
人
の
敷
地

の
道
路
へ
は
み
出
し
た

高
木
の
伐
採
が
で
き
な

い
の
で
、
役
場
に
お
願
い

出
来
な
い
か
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
町
の
全
体
の

課
題
と
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

と
感
じ
る
。

　

又
、
Ａ
Ｙ
Ｔ
の
電
線

ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
も

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
る
樹

木
に
関
し
て
町
で
管
理

し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
役
場

で
バ
ケ
ッ
ト
車
を
購
入

し
、
高
木
を
伐
採
し
、

町
民
か
ら
作
業
料
金
を

徴
収
す
る
と
い
う
方
法

は
、
少
し
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
感
じ
ま
す
が
、

導
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
新
年
度
に
向
け
て

場
内
で
議
論
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
【
行
政
に
つ
い
て
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
携
帯

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
各
課
の
行
事
発
信

や　

お
知
ら
せ
等
は
ど

の
よ
う
な
対
応
に
な
っ

て
い
る
か
。

答

令
和
６
年
度
に
１

６
６
万
円（
１
／
２
補
助
）

に
て
導
入
し
、
月
の
維
持

管
理
費
が
８
万
円
余
り

か
か
っ
て
い
る
。
行
事
や

お
知
ら
せ
の
発
信
に
つ

い
て
は
、
各
課
に
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
併

せ
て
配
信
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
お
り
、
各
課

に
は
行
事
等
を
常
に
掲

載
す
る
よ
う
に
指
示
を

出
し
て
い
る
。

　

今
後
も
公
式
ラ
イ
ン

が
快
適
な
も
の
と
な
る

よ
う
工
夫
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ラ
イ
ン
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

情
報
収
集
を
お
願
い
し

た
い
。

問
【
あ
ま
ぎ
自
然
と

伝
統
文
化
体
験
館
に
つ

い
て
】
完
成
後
の
農
産

物
販
売
に
向
け
た
組
織

作
り
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

答

農
産
物
直
売
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
運
営

者
の
公
募
を
行
い
、
選

考
会
で
協
議
の
上
、「
空

の
駅
あ
ま
ぎ
」
に
運

営
を
委
託
。

　

す
で
に
農
産
物
等
の

販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
組
織
を
立
ち

上
げ
る
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
出
荷
者
、販
売
物

を
増
や
せ
る
様
、連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問  

町
有
地
を
含
め
た
一
帯
の
地
積
測

量
を

答  

一
帯
の
地
籍
測
量
を
行
う

問

平
成
５
年
８
月
17

日
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

5
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計
画
関
係
者
に
よ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
当
時

の
総
務
課
長
、
企
画
財

政
課
長
、
商
工
水
産
観

光
課
長
３
名
が
参
加
し

た
後
、
今
回
、
問
題
と

し
た
払
い
下
げ
申
請
さ

れ
て
い
る
町
有
地
に
限

定
し
て
地
積
測
量
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
町
有
地
に
隣
接
し
た

町
有
地
を
含
め
た
一
帯

の
地
積
測
量
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

隣
接
す
る
町
有
地

を
含
め
た
一
帯
の
地
籍

測
量
を
行
う
。

問

天
城
町
で
は
自
衛

隊
誘
致
を
推
進
し
て
い

る
が
、
考
え
て
い
る
候

補
地
は
あ
る
の
か
。

答

現
在
、
具
体
的
に

候
補
地
と
し
て
い
る
土

地
は
な
い
。

問

町
有
地
を
含
む
こ

の
一
帯
は
防
衛
上
重
要

な
土
地
で
あ
り
、
自
衛

隊
誘
致
に
こ
そ
最
適
な

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

問
【
介
護
認
定
申
請

に
つ
い
て
】
介
護
認
定

調
査
項
目
︵
74
項
目
︶

に
つ
い
て
。

答

徳
之
島
地
区
介
護

保
険
組
合
の
介
護
認
定

調
査
員
が
、
申
請
者
の

生
活
状
態
を
理
解
す
る

た
め
に
、
①
身
体
的
機

能
・
起
居
動
作　

②
生

活
機
能　

③
認
知
機
能

④
精
神
・
行
動
障
害　

⑤
社
会
生
活
へ
の
適
応

と
特
別
な
治
療
が
行
わ

れ
て
い
る
場
合
な
ど
74

項
目
に
つ
い
て
調
査
す

る
。

問

介
護
認
定
調
査
員

は
、
本
町
に
は
何
名
い

る
か
。

答

現
在
、天
城
町
0

人・徳
之
島
町
４
人・伊
仙

町
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

問

介
護
認
定
の
一
次

判
定
の
仕
組
み
に
つ
い

て
。

答

介
護
認
定
調
査
項

目
（
74
項
目
）
の
結
果

と
主
治
医
意
見
書
を
も

と
に
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
判
定
を
行
う
。

問

介
護
認
定
の
二
次

判
定
の
仕
組
み
に
つ
い

て
。

答

介
護
認
定
審
査
会

に
お
い
て
、
一
次
判
定

の
結
果
、
調
査
項
目
の

特
記
事
項
、
主
治
医
意

見
書
を
も
と
に
、
要
介

護
（
要
支
援
）
度
の
最

終
判
定
を
行
っ
て
い
る
。

問
【
農
業
政
策
に
つ

い
て
】
現
在
の
簡
易
ハ

ウ
ス
設
置
助
成
事
業
の

ハ
ウ
ス
面
積
を
20
㎡
以

上
に
変
更
で
き
な
い
か
。

答

令
和
６
年
度
よ
り

１
０
０
㎡
以
上
の
基
準

を
撤
廃
し
て
事
業
を
進

め
て
い
る
。

問
【
道
路
行
政
に
つ

い
て
】
瀬
滝
集
落
・
上

屋
久
地
区
の
町
道
の
改

良
に
つ
い
て
。

答

令
和
８
年
度
に
測

量
・
設
計
を
行
い
、
令

和
９
年
度
以
降
に
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
債
を
活
用
し
、
法
面

崩
壊
防
止
対
策
工
事
を

進
め
て
い
く
。

問
【
教
育
行
政
に
つ

い
て
】
小
中
学
校
に
導

入
し
た
仮
想
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
不

具
合
に
つ
い
て
。

答

パ
ソ
コ
ン
の
「
動

き
が
遅
い
」「
急
に
止

ま
る
」「
画
面
を
切
り

替
え
る
の
に
時
間
が
か

か
る
」
な
ど
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
と
い
う
声

が
学
校
か
ら
届
い
て
い

る
。
対
策
と
し
て
早
急

に
予
算
措
置
を
行
い
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
。

問

教
員
住
宅
の
管
理

に
つ
い
て
。

答

定
期
的
な
点
検
と

修
繕
を
行
い
な
が
ら
本

町
に
勤
務
す
る
教
職
員

場
所
で
は
な
い
か
。
郡

内
龍
郷
町
で
は
町
有
地

を
買
い
戻
し
た
事
例
が

あ
る
が
、
売
却
済
み
の

民
有
地
を
買
い
戻
す
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

民
有
地
を
民
間
に

売
っ
た
後
、
そ
こ
を
町

有
地
と
し
て
買
い
戻
す

と
い
う
こ
と
は
、
賛
同

で
き
な
い
。

問  

介
護
認
定
調
査
項
目
と
は

答  

介
護
保
険
組
合
の
認
定
調
査
員
が

調
査
す
る
項
目

問
【
介
護
予
防
申
請

に
つ
い
て
】
介
護
予
防

事
業
申
請
時
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︵
25

項
目
︶
に
つ
い
て
。

答

介
護
予
防
事
業
申

請
時
に
、
本
人
の
状
況

を
確
認
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
使
用
す
る
。

問

本
町
の
介
護
予
防

事
業
に
は
ど
の
よ
う
な

事
業
が
あ
る
か
。

答

ゆ
い
ゆ
い
サ
ロ
ン
、

彩
り
サ
ロ
ン
、
高
齢
者

6
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の
皆
様
に
住
み
や
す
い

住
宅
環
境
を
提
供
し
て

い
く
。

問  

有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
事
業
の
実
施

状
況
及
び
補
助
金
の
支
給
状
況
は

答  

町
単
独
事
業
と
し
て
実
績
に
応
じ

交
付

問
【
農
政
に
つ
い
て
】

有
害
鳥
獣
捕
獲
実
施
事

業
の
実
施
状
況
及
び
補

助
金
の
支
給
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答

町
単
独
事
業
と
し

て
イ
ノ
シ
シ
１
頭
２
０
︐

０
０
０
円
、カ
ラ
ス
１
羽

１
︐０
０
０
円
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
補
助
金
を
実
績

に
応
じ
交
付
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
９
︐８
７

８
︐０
０
０
円
を
交
付
。

　

ま
た
、
国
事
業
と
し

て
緊
急
捕
獲
等
対
策
補

助
費
と
し
て
、
４
月
か

ら
２
月
の
間
、
捕
獲
さ

れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
対
象

に
ジ
ビ
エ
９
︐０
０
０

円
、成
獣
７
︐０
０
０
円
、

幼
獣
１
︐０
０
０
円
の
単

価
で
国
か
ら
の
交
付
決

定
額
に
基
づ
き
按
分
し

て
交
付
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
は
１
︐０
２

０
︐０
０
０
円
交
付
。

問

過
去
に
町
単
予
算

の
枯
渇
に
よ
る
減
額
支

給
も
あ
っ
た
、
他
町
で

は
国
か
ら
の
交
付
金
の

不
足
分
も
町
単
予
算
で

全
頭
対
象
に
交
付
さ
れ

て
い
る
。
ジ
ビ
エ
活
用

の
先
進
地
で
あ
る
本
町

に
お
い
て
も
全
頭
補
助

対
応
す
る
べ
き
で
は
。

答

狩
猟
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
農

作
物
の
被
害
軽
減
の
為

に
も
前
向
き
に
検
討
し

他
町
に
負
け
な
い
よ
う

本
町
も
頑
張
る
。

問

【
道
路
管
理
に
つ

い
て
】
町
道
、
農
道
の

管
理
は
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
危
険

箇
所
︵
県
道
含
む
︶
の

点
検
は
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

答

町
道
、
県
道
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り

全
域
に
目
を
向
け
点
検
、

管
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
県

徳
之
島
事
務
所
と
連
携

し
、必
要
な
対
応
を
取
っ

て
い
る
。

　

農
道
の
管
理
は
、
町

民
や
区
長
か
ら
の
情
報

提
供
を
受
け
、
職
員
で

現
地
を
確
認
し
対
応
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
の
協

定
区
域
内
で
は
、
各
集

落
の
水
保
全
会
に
お
い

て
農
道
等
の
点
検
及
び

補
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
内
全
域
と
な
る
と

見
落
と
し
て
い
る
場
所

も
あ
る
。
町
民
の
方
々

に
は
車
両
の
通
行
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
箇

所
な
ど
、
役
場
へ
情
報

提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

問

集
落
内
で
も
樹
木

の
繁
茂
し
て
い
る
箇
所

が
あ
る
、
ま
た
町
道
、

農
道
等
の
法
面
に
も
大

木
が
繁
茂
し
農
地
へ
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
箇

所
が
あ
る
の
で
適
切
な

管
理
を
し
て
ほ
し
い
。

答

集
落
座
談
会
等
で

も
多
数
の
要
望
が
あ
っ

た
。
集
落
内
の
対
応
は

情
報
収
集
し
緊
急
性
の

高
い
所
か
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。
農
地
、
畑

総
地
内
の
町
道
法
面
等

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
町

全
体
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問

【
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
】防
災
セ
ン
タ
ー
未

竣
工
︵
虚
偽
報
告
︶
に

係
る
住
民
訴
訟
の
一
審

判
決
を
不
服
と
す
る
控

訴
理
由
の
内
容
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

天
城
町
防
災
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事
に
係
る

損
害
賠
償
等
請
求
事
件

に
つ
い
て
、
令
和
７
年

６
月
４
日
付
け
で
鹿
児

島
地
方
裁
判
所
よ
り
判

決
の
言
い
渡
し
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
判
決
に
お
い
て
、

被
告
の
主
張
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
部
分
に
つ

い
て
、
再
度
上
級
審
に

お
い
て
判
断
を
求
め
る

た
め
、
６
月
17
日
の
令

和
７
年
第
２
回
臨
時
会

に
お
い
て
「
控
訴
の
提

起
に
つ
い
て
」
議
会
の

議
決
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
本
町
が
委

任
し
た
弁
護
士
を
訴
訟

代
理
人
と
定
め
、
控
訴

手
続
き
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

問

控
訴
に
よ
る
本
町

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
い
う
考
え
方

は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
ま
ず
は
私
た
ち
が

主
張
す
る
内
容
が
控
訴

審
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

7

久田　高志 議員
動画はコチラ
05:20:03 ～



【令和 7年９月議会】提案された議案等の議決結果
件　　　　　名 議決結果

９　

月　

議　

会

報告

令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

 内容  地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第３条第１項及び同法第２
２条第１項の規定に基づき、報告を受けた。

条例

天城町防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定について 原案可決

 内容  町内２３か所に「街頭防犯カメラ」と「見守りカメラ」を設置している。個人情報保護に関する法
律において防犯カメラ設置者は、個人情報の適切な管理を求められてることから、適切な運用が図られる
よう基準を定めることを目的として、本条例の制定を決めた。

天城町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい
て

原案可決

 内容  本町の防災力強化のため、令和７年１１月から防災専門監をフルタイム会計年度任用職員として雇
用したいと考えており、天城町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例のフルタイム会計年度
任用職員の退職手当について、一部改正を決めた。

天城町保健センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

 内容  妊娠期から子育て期にわたり、切れ目のない総合的な母子保健及び児童福祉施策を一体的に実施す
るため、令和７年１０月から母子保健業務を長寿子育て課「こども家庭センター」への移管に伴い、条例
の一部改正を決めた。

天城町立学校設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

 内容  大島地区で初めてとなる義務教育学校として、西阿木名小学校・西阿木名中学校を「にしあぎな学園」、
三京分校が「にしあぎな学園三京分校」とし、設置することを決めた。令和 8 年 4 月開校を目指す。

人事

人権擁護委員候補者の推薦に対する議会の意見を求める件について（田川　俊一氏） 原案同意

 内容  現委員が任期満了のため、人権擁護委員法第６条第３項の規定により後任の候補者として、田川　
俊一氏の推薦について同意した。

その他

天城辺地に係る総合整備計画の変更について 原案可決

 内容  天城辺地に係る公共的施設を令和３年度から令和７年度までの期間で総合的に整備するため、総合
整備計画の一部変更を決めた。

天城町過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決

 内容  過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき、令和３年度から令和７年度までの期間
に係る過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更を決めた。

令和７年度 天城町上水道事業基幹改良事業（３工区）請負契約について 原案可決

 内容  令和７年８月２６日に指名競争入札を執行し、令和７年度　天城町上水道事業基幹改良事業（３工区）
の契約締結を決めた。

令和６年度繰　農業創出緊急支援事業（集出荷貯蔵施設整備）に係る物品売買契約につ
いて　　　※追加提案

原案可決

 内容  令和７年９月５日に指名競争入札を執行し、令和６年度繰　農業創出緊急支援事業（集出荷貯蔵施
設整備）に係る物品売買の契約締結を決めた。

令和７年度 天城町上水道事業増補改良事業（１工区）請負契約について　※追加提案 原案可決

 内容  令和７年９月１６日に指名競争入札を執行し、令和７年度　天城町上水道事業増補改良事業（１工区）
の契約締結を決めた。
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【令和 7年９月議会】提案された議案等の議決結果
件　　　　　名 議決結果

９　

月　

議　

会

令和７年度
補正予算

令和７年度天城町一般会計予算補正（第３号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ２億７千５２７万３千円を追加し、予算総額を８５億９千１３０万４千円
とした。

令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正（第２号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ５千９１８万８千円を増額し、予算総額を１０億６４７万４千円とした。

令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第２号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ６千１２２万７千円を増額し、予算総額を９億１千１２２万６千円とした。

令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第２号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ２９９万１千円を増額し、予算総額を９千９５７万２千円とした。

令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第３号）について 原案可決

 内容  歳入歳出予算にそれぞれ３０８万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６千９０８万９
千円とした。

令和７年度天城町水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決

 内容  水道事業費用を１７万円減額し、１億９千７９２万８千円とし、資本的支出を１７万円増額し、総
額を３億６千８７１万９千円とした。

令和７年度天城町一般会計予算補正（第４号）について　　※追加提案 原案可決

 内容  ミバエ類防除員雇用経費及び総合運動公園のトラック修繕経費として、歳入歳出予算にそれぞれ６
２７万円を追加し、予算総額を８５億９千７５７万４千円とした。

令和６年度
決算

令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

 内容  歳入総額７７億８千８４８万７千円、歳出総額７５億８千１４万４千円、歳入歳出差引額は２億８
３４万３千円を認定した。

令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

 内容  歳入総額１０億８８８万４千円、歳出総額９億５千５４万６千円、歳入歳出差引額５千８３３万８
千円を認定した。

令和６年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

 内容  歳入総額８億７千６７８万円、歳出総額８億２千３８５万１千円、歳入歳出差引額５千２９２万９
千円を認定した。

令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

 内容  歳入総額９千５３９万６千円、歳出総額９千２８８万８千円、歳入歳出差引額２５０万７千円を認
定した。

令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

 内容  歳入総額９千１７０万５千円、歳出総額８千８６２万３千円、歳入歳出差引額３０８万２千円を認
定した。

令和６年度天城町水道事業会計決算の認定について 認　定

 内容  収益総額は２億４千８０６万１千円、費用総額１億８千２０８万７千円、収入と費用の差引額６千
５９７万４千円を認定した。

議会が提出
した案件

議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 可　決

各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 可　決
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令和７年建設経済産業常任委員会所管事務調査
視察年月日：令和７年８月５日（火）、６日（水）
視　察　者： 島和也委員長・上岡義茂委員・平山栄助委員・前田芳作委員・昇健児委員・奥好生委員
　　　　　　（随行者：山田悦和事務局長）

【令和 7 年 8 月５日（火）】
１．（株）東洋環境分析センター見学

場所：宮崎市田代町１００番地
内容： 天城町役場水道課の飲料水の検査を行っている会社で、一般細菌

や大腸菌等の菌が無いか、濁りや異臭が無いかなど、概ね１ヵ月
に 1 回の水質検査を行っています。会社で水質技術管理者の蛯原
技術マネージャー様より丁寧な説明を受けた後、検査室の見学を
行い、高額な機械による検査の様子を伺って皆さん納得されてい
ました。奄美営業所の中村課長補佐も同席頂きましたので今後と
も天城町の水道水が水質基準に適合し、安全であることを保障す
るための万全な検査をお願いして見学を終わりました。

【令和 7 年 8 月６日（水）】
２．小林市バイオマスセンター

管理運営：有限会社 小林堆肥センター
場所：小林市役所議員控会議室
内容： 小林市の舞田議長様より歓迎のご挨拶を頂き、議会事務局の境田

主幹より今日 1 日の日程の説明を受けました。神之園畜産課長と
筧（ｶｹﾋ）主幹よりバイオマスセンターの概要について説明を受け
た後に小林市バイオマスセンターの現地調査に向かいました。バ
イオマスセンターは小林市バイオマス利活用推進協議会を立ち上
げて（市、県、有識者、農業者、住民代表、その他）各々に話し
合いを行い昭和５７年に市の事業として発足しましたが、運営面
や臭気等の諸問題が改善されず、指定管理者制度を取り入れ平成
１５年に生ゴミ処理も含めた処理施設を建設平成 17 年にメタン
発酵処理施設を建設し、現在に至っております。

牛糞： 豚糞：鶏糞：食物残さ（生ゴミ）等を持ち込み及び集荷して各資源の割合を調整しながら混合して水分調整しな
がら一次発行をし、二次発酵、三次発酵をしたのちにバラ肥料と袋詰めに分けて『コスモス有機』として農家へ
販売しています。当初予定しておりましたメタンガスの利用に関しては稼働する中で機械の故障等で莫大な修理
費用が掛かるとの理由にて現在は稼働しておりません。

　今回の視察にて生ゴミの収集体制の説明を受けたかったが、管轄が違うので後日、くらしと税務課へ情報収集をお願
いすると致します。

３．小林市野尻町有機センター
　　管理運営：㈱のじりアグリサービス

内容： 小林市役所野尻庁舎　齋藤主幹より概要の説明を受けた後、指定管理者の（株）のじりアグリサービス（第三セ
クター）山下社長様より現場の説明を受けました。小林市（４８９株）、ＪＡ小林（１２０株）、畜産農家（５８株）
が管理主体で畜産農家の内訳は乳牛３戸、和牛２５戸、養豚１２戸、養鶏１６戸と成っています。この施設は生
ゴミの集荷は無く家畜の糞尿のみで堆肥を生産しております。その原料割合は（牛糞６０％、豚糞２０％、鶏糞
２０％）堆肥化処理施設では５０ｔ / １日当りの堆肥生産が可能で「うぐいす有機」としてバラ堆肥と袋詰め堆
肥として販売しております。

　発酵の途中にて菌を投入していますので堆肥は無臭でした。

４．（有）のじり農産加工センター
内容： 平成 10 年小林市、ＪＡこばやしの共同出資にて第三セクターでスタートし、平成１８年度より指定管理者制度

に移行する。
　基本方針は原則添加物使用しない「原則地元産、安心安全製品を製造する」の考えで高齢者活動促進管理運営を柱に
農産物加工販売を行っております。みそ製造、貸製造など３４種類４２アイテムの商品種類があり産直に加え道の駅、
県庁前物産店などへ販売を行っています。

視察を終えて
「天城町の課題である良い堆肥を生産して農家への還元をする」
　今回の視察に関して私は大変有意義だったと思いますし、大いに勉強
に成りました。畜産ふん尿を主に、食品残さや生ゴミ処理の堆肥化は畜
産振興、耕種農家振興と環境問題の面から特筆出来る施策と考えられま
す。今後、農政課やくらしと税務課など関係する部署が横の連携を取り
ながら、循環型農業の確立が図られるよう応援していきたいと思ってお
ります。

 建設経済産業常任委員会
 委員長　島　和也
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11

　総務文教厚生常任委員会・建設経済産業常任委員会では、令和６年度歳入歳出決算について、採
決の結果、賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決定しました。
　なお、審査過程に於いて下記の事項を委員会の意見として執行部に申し入れる事が適当であると
決定しました。

（総務文教厚生常任委員会）
１． 収納対策は、効果的かつ効率的な滞納整理に努めること。また、分納誓約書等による収納につ

いても適切な執行と、収納未済の発生防止の取組みを継続、強化される様、努めること。

２． 公共施設の維持管理においては、危険箇所の把握に努め、初期対応の徹底を図り、諸行事等に
支障を及ぼさない様、努めること。

３． 各課が執行する補助金及び助成金については、執行後の成果等を分析し、次年度へ繋げる様、
努めること。

４． 育英奨学資金及び夢と希望の上原勇一郎奨学資金については、将来を担う子供たちの為、返還
金の徴収や基金の増額を考慮し、継続的な運用ができる様、努めること。

現地調査（すぱーく天城）現地調査（すぱーく天城）決算審査の様子決算審査の様子

（建設経済産業常任委員会）
１． 工事の発注にあたっては、物価高騰、人手不足等を勘案し、業者育成の観点からも工期の平準

化に努めること。

２． 水道事業会計の経営指標において、料金回収率が事業に必要な費用を給水収益で賄えている状
況とされる１００％を令和６年度決算は５１．５％と下回っており、料金の見直し等が必要であ
る。

３． 過去の委員会でも意見がなされているが、計画性に欠けた予算執行が散見される。予算編成時
において各種事業の需要予測を適切に行い、目的・内容を十分に検討し適正な予算執行に努め
るべきである。

委員会意見書を執行部等へ申し入れ

かごしまの農業未来創造支援事業
（浅間池田地区）

かごしまの農業未来創造支援事業

現地調査（老人福祉センター）現地調査（老人福祉センター）

体験館待機小屋体験館待機小屋決算審査の様子決算審査の様子
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馬
県
伊
勢
崎
市
に
お
い
て
日
本
の
観
測
史
上
最
高
と

な
る
41
.８
℃
を
記
録
す
る
な
ど
、
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
に
も
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
11
月
に
入
り
、
朝
夕
の
空
気
に
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
秋
の
気

配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
う
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
6
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
毎
号
の
発
行
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
読
み
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
紙
面
の
中
で
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
に
は
、
毎
回
苦
心
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、「
町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
動
き
を
少
し
で
も
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
委
員
一
同
、
協
力
し
て
編
集

作
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　
奥　

好
生

発行／鹿児島県　天城町議会
編集／天城町議会だより編集委員会

〒 891-7612　鹿児島県大島郡天城町平土野 2691-1
TEL（0997）85-3111　FAX（0997）85-3110
http://www.yui-amagi.com/
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　手続きは簡単です。

　本会議の当日、傍聴人受付票に住所・
氏名を記入していただくだけです。

　議会を傍聴することは町政を知る良い
機会ですので、ぜひお越しください。

　また、ＡＹＴにて当日のライブ配信及
び後日の再放送、インターネット動画配
信サイトYouTube（ユーチューブ）でも
ご覧いただけます。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか


